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薦耐性腎症は早期発見･早期治療により可逆性を期侍できる疾憲である．スクリーニング

検査は血蕊レーン活性の測定である片側性狭窄ではレーン高値になるが，両側性では正

常から低値になる場合がある。超音波腎血流ドブラ検査は膨態的，機能的診断法として大

変有用である､各検査の長所〆短所を理解したうえで，高リスク憲者には非侵蕊的なスク

リーニング検査を進め綴ていくことが重要である．

ii1鱗濯 h骨貼日ﾛロ。

Ｉ 腎動脈狭窄，血莱レーン活性，カプトプリル負荷，超音波腎血流

ドブラ，非侵蕊的画像診断

はじめに

虚血性腎症は，腎動脈の本幹から細動脈のいずれかの

レベルで狭窄または閉塞し，急性または』慢性に腎機能障

害をきたす病態である近年の高齢化に伴い，2009年末

のわが国の透析導入患者の主要原疾患のなかで，腎硬化

症は第３位の10.7％と漸増しており')，今後ますます重

要性が高まると予想される．しかし、診断から治療に至

るまで一定した見解が得られていないのが実状であり．

早期発見･早期治療により可逆性を期待できる腎血管性

高血圧･虚血性腎症も，単なる腎硬化症として見過ごさ

れている可能性もある．

本稿では，虚血性腎症の早期診断およびその意義につ

いて概説する．

腎血管'性高血圧は腎動脈の狭窄あるいは閉塞により発

症する高血圧であり，高血圧患者の0.5～1％に認められ

る腎動脈狭窄の原因としては，中･高年に多い粥状動脈

硬化が最も多く，若年者に好発する線維筋性異形成がこ

れにつぎ,若年女性に多い大動脈炎症候群(高安動脈炎）

もしばしばみられる：腎血管性高血圧はⅢ度高血圧を呈

する場合が多く，悪性高血圧の原因となることもある

腎機能は正常なことも少なくないが，両側性狭窄があれ

ば障害され，これによる腎不全が狭義の虚血性腎症とよ

ばれる．虚血』性腎症は末期腎不全の基礎疾患の１０％以上

を占め鋤．とくに中･高年者の高_血圧で，難治性腎機能

障害,糖尿病，他の血管合併症を伴い，レーン．アンジオ

テンシン（RA）系抑制薬の著効，ＲＡ系抑制薬による血

清クレアチニン（Cr)やカリウム(K)値の上昇をみた場

合．また心機能からは説明しがたい肺水腫をきたす場合

には本症を強く疑うべきである．理学所見としては膳上

方で患側の遠位部が最強点となる腹部血管雑音を約

50％に聴取凧する大動脈炎症候群は，炎症所見や他の大

血管の狭窄あるいは拡張性病変を伴い，血圧の左右差Ⅷ

上下差がしばしば認められる．その他，腎血管性高血圧

や虚雲血性腎症を疑わせる病歴，臨床徴候を表Ｉに示す鋤．
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